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堆肥を利用した化学肥料低減に取り組みませんか？ 
岡山県農林水産部畜産課   

 堆肥の販売は順調ですか？今回は堆肥の販

路拡大のきっかけとなる国の事業を紹介した

いと思います。肥料価格が高騰している今は

販路拡大の“チャンス”なんです。 

 今回紹介する「有機資源活用型減肥栽培

推進事業」は、土壌診断と堆肥利用の組み

合わせにより化学肥料の施肥量低減に取り

組む農業者を支援するために設けられたも

のです。事業は今年度限りで、①農業者グ

ループが、②土壌診断を実施し、③堆肥の

利用と施肥設計の見直しにより化学肥料の

施肥量を前年よりも 2 割以上減らすと、④

3,000 円/10a の助成金が受け取れるという

内容になっています。 

 低減量はチッ素（N）、リン酸（P）、カ

リ（K）の 3 成分で計算し、堆肥成分での代

替で 1 割、施肥設計の見直しにより 1 割の

合計 2 割が達成目標になります。 

 

 また、取組に必要な土壌診断の費用は別

事業の利用等によって農家負担なしでの実

施が可能となります。つまり、耕種農家に

とっては助成金とともに、土壌診断により

土壌中の養分蓄積状態が確認できることが

事業実施の大きなメリットになります。 

 では畜産側のメリットは？もちろん、堆

肥を売り込むチャンスになります。堆肥に

は土壌改良や、安全・安心を求める消費者

への PR などさまざまな効果があるのはみ

なさんご存知のとおりです。事業では化学

肥料の 2 割低減が目標になるので、既にこ

れまで堆肥を使ってきている農家にはやや

厳しい面があるかもしれませんが、周囲の

部会組織や営農集団等に事業の紹介とあわ

せて堆肥の利用を働きかけ、これまで堆肥

を使ってこなかった農家へのきっかけ作り

として事業をうまく利用してください。堆

肥販売先の新規開拓をするのは今ですよ！ 

 申請窓口などの詳細については下記まで

お問い合わせください。 

「岡山県燃油・肥料高騰緊急対策協議会（岡

山県農業協同組合中央会内）」 

            TEL：086-232-2358 

 

 

例）水稲の取組試算（kg/10a） 

 N P K 合計  

前年の化学肥料量 10 10 11  31  

今年の必要施肥量 10  8  9  27 土壌診断結果

から計算 

投 入 堆 肥 の 成 分  1  1  2   4 1t/10a投入 

今年の化学肥料量  9  7  7  23  

      →化学肥料は前年比 25％（8kg）の減 

＜水稲の取組例＞
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